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◆

３
月
ま
で
は
冬
時
間
と
な
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
間
は
全
て
夏
時
間
よ
り
１
時
間
お
そ
く
な
り
ま
す
。

３
ｋ
ｍ
（
晴
天
時
）
は
（
Ａ
）（
Ｂ
）
２
本
に
分
け
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
仕
分
け
は
（
重
複
出
場
は
出
来
ま
せ
ん
）

（
冬
）
３
ｋ
ｍ
（
Ａ
）
３
０
０
０
番
台
以
下
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

（
冬
）
同

（
Ｂ
）
４
０
０
０
番

以

上
10
時
00
分
ス
タ
ー
ト

ま
た
、
３
Ｋ
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
第
2
曲
走
路
出
口
と
し
グ
ラ
ン
ド
２
周
し

上
流
側
出
口
よ
り
出
ま
す
。

②

２
０
１
３
年
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

２
０
１
３
年
３
月
10
日
（日
）
開
催
で
す

当
古
市
場
グ
ラ
ン
ド
発
着

高
校
生
以
上

三
○
○
○
円

ラ
ン
ネ
ッ
ト
よ
り
申
込
み
可

③

連
続
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
等
の
保
管
期
間
は
６
ケ
月
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ロ
フ
ィ
ー
等
を
な
か
な
か
取
り
に

来
ら
れ
な
い
方
も
お
り
、
保
管
期
限
を
設

け
ま
し
た
。

第４４２回 月 例

最 終 日 曜 日

第４４１回月例参加者動向

年間累計出場者 （ ～11月 1３２９２ )

実数 789 昨年同月は9266名 ３月震災でお休み）

2012..11.25 晴 C0.0m/s 8.2 ℃ 60％ WBGT6°

種 目 男子 女子 合計

10ｋ 229 37 266

５ｋ 240 34 274
３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 31 14 45

中学 9 3 12

大人 234 45 279

計 274 62 336

子ども１ｋ 97 61 158

延べ出場者 840 194 1034

初参加者 72 28 100

棄 権 72 17 89

延べ参加者 912 211 1123

◆来月の月例は、１月27日です。
１１月～３月までは冬時間。

子供１ｋ ９：15 ３Ｋ（Ａ）９：30
３Ｋ（Ｂ）10：00 ５ｋ 10：30
10ｋ 11：00 スタートです。（出場

受付は各種目の１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/
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４
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０
３

小
向

昭
二

４
５
３
２
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０
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光
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６
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２
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０
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司
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２

籾
木

唯
祈

１
３
６
２

保
坂

珠
凪

１
４
９
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５
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６
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智
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６
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５
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５
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６
７
６
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澤
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７
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奥
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一
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二
村

俊
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塚
本

展
行

５
０
７
６

岸

義
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５
０
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７

宮
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大
輝
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０
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大
澤

浩
二

５
０
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宮
田

拓
衛

５
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０

田
中
裕
一
郎

５
０
９
２

小
林

知
暉

５
１
０
２

相
田

陸

５
１
０
７

佐
藤

航
希

５
１
１
３

佐
藤

行

５
１
２
７

秋
元

通

１
６
１
６

西
川

眞
生

１
６
８
８

三
留

静
香

５
０
４
２

福
永

未
來

（
10
月
）

Ｐ
２
へ
つ
づ
く

◇
２
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

２
０
１
２
年
月
例
10
大
ニ
ュ
ー
ス
は

①

１
月
月
例
よ
り
ス
タ
ー
ト
地
点
（
３
・
５
・
10
Ｋ
ｍ
）
第
２
曲
走
路
手
前
に
変
更
し
グ
ラ
ン
ド
１
周
し
出
る
へ

②

６
月
月
例
よ
り
３
ｋ
ｍ
を
Ａ
・
Ｂ
２
回
に
分
け
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
７
月
よ
り
３
ｋ
ｍ
の
み
ス
タ
ー
ト
地
点

を
第
２
曲
走
路
出
口
と
し
グ
ラ
ン
ド
２
周
し
出
る
へ
変
更
し
ま
し
た
。

③

３
０
０
回
連
続
出
場
達
成
者
７
８
７
馬
場
均
、
８
６
４
佐
藤
道
夫
（
１
月
）
５
９
８
大
高
敏
（
２
月
）
４
３
２

高
槻
岩
雄
（
７
月
）
７
７
４
中
野
幹
夫
（
10
月
）
１
５
４
益
子
武
男
（
11
月
）
の
各
氏
が
達
成
。
こ
れ
ま
で
に

25
名
の
方
が
月
例
名
誉
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
１
年
４
～
15
回
連
続
出
場
賞
達
成
者
は
８
１
０
人
。

④

年
間
延
べ
出
場
者
は
１
４
２
９
２
人
で
過
去
最
高
。
初
参
加
計
も
１
３
２
１
人
（
月
平
均
１
１
０
名
）
で
こ

れ
も
過
去
最
高
人
数
で
し
た
。
ま
た
子
ど
も
１
ｋ
ｍ
に
毎
月
１
５
０
名
の
子
ど
も
た
ち
出
場
す
る
（
５
月
以
降
）
。

⑤

コ
ー
ス
レ
コ
ー
ド
更
新
10
月
星
野
光
汰
君
（
３
ｋ
ｍ
大
男
）
自
己
の
持
つ
９
分
11
秒
を
８
分
20
秒
に
塗
り
替
え

ま
た
連
続
優
勝
は

３
連
続
、
１
月
子
ど
も
１
ｋ
ｍ
で
佐
野
雄
斗
君
。
同
月
３
ｋ
ｍ
小
男
で
山
本
周
平
君
同
中

女
で
金
子
夢
さ
ん
。
５
月
子
ど
も
１
ｋ
ｍ
で
伊
藤
一
馬
君
、
３
ｋ
ｍ
中
女
で
廣
田
千
慧
さ
ん
。
６
月
３
ｋ
ｍ
小

女
で
籾
木
唯
祈
さ
ん
。
10
月
３
ｋ
ｍ
中
男
で
土
門
将
輔
君

同
月
７
連
勝
３
ｋ
ｍ
中
女
で
廣
田
千
慧
さ
ん
達
成
。

⑥

３
月
11
日
（
震
災
１
年
）
の
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
１
４
０
０
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
１
０
８
２
名
完
走
。

震
災
復
興
募
金
13
万
円
。
ま
た
月
例
で
の
震
災
募
金
累
計
１
５
０
０
０
円
、
11
／
11
開
催
の
第
29
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
祭
典
陸
上
競
技
大
会
（
国
立
競
技
場
）
へ
東
北
３
県
36
名
の
選
手
招
待
資
金
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑦

復
興
支
援
で
は
９
／
17
に
宮
城
県
祭
典
陸
上
大
会
へ
応
援
２
名
。
10
／
14
民
医
連
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
Ｍ
（
福
島
）

へ
お
手
伝
い
８
名
参
加
。
ま
た
横
断
的
行
事
で
は
、
６
月
に
全
国
Ｒ
Ｃ
総
会
、
７
月
川
崎
市
連
盟
第
40
回
総
会

＆
祝
賀
会
８
月
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
（
広
島
～
長
崎
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
参
加
）
と
の
交
流
会
、
11
月
11
日
全
国

ス
ポ
ー
ツ
祭
典
陸
上
競
技
大
会
（
国
立
）
東
北
よ
り
36
名
招
待
し
全
国
Ｒ
Ｃ
が
開
催
、
12
月
１
日
に
は
神
奈
川

県
連
盟
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
50
周
年
を
祝
う
会
参
加
な
ど
忙
し
い
一
年
で
し
た
。

⑧

７
／
21
～
22
神
奈
川
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
、
21
日
の
川
崎
横
浜
コ
ー
ス
ラ
ン
ナ
ー
６
名
ス
タ
ッ
フ
７
名
で
実
施
。

⑨

10
／
28
開
催
の
第
34
回
河
原
駅
伝
大
会
エ
ン
ト
リ
ー
１
２
１
チ
ー
ム
（
11
年
１
１
６
）
で
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
11
／
23
多
摩
川
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
へ
は
８
３
４
名
エ
ン
ト
リ
ー
（
男
７
２
８

女
１
０
６

：
昨
年
計

７
２
７
名
）
ま
だ
ま
だ
つ
づ
く
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
。

⑩

２
月
川
崎
市
連
盟
月
例
事
務
所
が
中
原
区
上
丸
子
山
王
町
へ
移
転
。

月
例
参
加
者
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い

”ＰｈＯＴＯレター ”

12月１日川崎サンピアンにて神奈川県スポーツ連盟主催の

「スポーツ祭典50周年記念の講演とレセプション」がありまし

た。全国青年スポーツ祭典は63年三ツ沢競技場で開催され神奈

川県連盟は66年に発足し毎年県スポーツ祭典を開催してきまし

た。50年の歴史をＯＨＰを使って跡づけする石川正士理事長

◇
１
８
０
回
連
続
出
場
賞

◇
５
０
回
連
続
出
場
賞

◇
３
５
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

12
月
例
表
彰

17時からは記念レセプション。壇では県連盟初代理事長高橋

正嗣氏、有馬紀前理事長、石川現理事長（中央挨拶する）が揃

い踏みし50年の重みを感じさせた記念行事でした。（スポーツ

連盟はスポーツ祭典（だれでもどこでもスポーツを！）を開催

してきて、現在のような大きな組織になることができました）
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①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

左
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・
65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・

250
・300
回
が

あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
で
、

連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員

と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

10
大
ニ
ュ
ー
ス
番
外
編
。
師
走
の

総
選
挙
！
投
票
率
が
59
％
と
過
去
最

低
と
民
主
党
歴
史
的
な
大
敗
北
・
小

党
乱
立
で
４
割
（
対
有
権
者
20
％
）

の
得
票
率
で
も
８
割
の
議
席
を
得
た

小
選
挙
区
制
の
怖
さ
と
元
気
づ
く
自

民
党
安
倍
総
理
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な

お
手
並
み
を
拝
見
出
来
る
の
で
し
ょ

う
か
？
き
び
し
さ
増
す
日
本
経
済
に

「
消
費
税
増
税
」
「
原
発
」
「
外
交
」
。

財
界
・
米
国
詣
で
と
忙
し
い
が
06
年

当
時
、
小
泉
後
継
で
首
相
に
な
り

「
戦
後
レ
ジ
ュ
ウ
ム
の
脱
却
」
「
美

し
い
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
言
葉
で
「
教
育

基
本
法
の
改
訂
を
実
施
し
」
「
憲
法

改
正
」
を
謳
い
第
一
次
安
倍
内
閣
が

発
足
し
た
が
次
の
選
挙
で
敗
北
し
病

気
で
投
げ
出
し
た
・
・
そ
ん
な
記
憶

が
よ
み
が
え
る
？
。
ま
た
今
年
の
ニ
ュ
ー

ス
で
欠
か
せ
な
い
の
が
毎
週
金
曜
日

の
官
邸
前
の
「
原
発
な
く
せ
」
抗
議

行
動
。
思
い
立
っ
た
ら
背
広
で
も
思

い
々
々
の
服
装
で
参
加
し
ア
ッ
ピ
ー

ル
す
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
聞
き
知
っ
た
人
達
。
参
加
し
て

み
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
が
再
稼
働
容

認
に
転
ず
る
な
ら
ま
だ
ま
だ
続
く
ヨ
。

編
集
後
記

①

走

っ

た

後

の

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

お

い

し

か

っ

た
。
小
林
兄
弟
。
右
５
０
９
２
知
睴
君
（
兄
小
５
）

左
４
４
７
６
竜
睴
君
（
弟
小
２
）
と
お
友
達
の
荒

木
良
輔
君
（
小
３
）

②
大
田
区
の
鵜
の
木
（
対
岸
）
か
ら
自
転
車
で
来

て
い
ま
す
５
０
９
０
松
浦
魁
正
君
（
５
歳
）
５
５

７
８
笹
原
健
史
君
（
６
歳
）
５
４
９
９
畠
山
大
輝

君
（
６
歳
）
・
・
・
他
の
皆
さ
ん

③
「
４
５
９
２
森
本
真
司
さ
ん
と
愉
快
な
仲
間
達
」

真
司
さ
ん
の
お
父
さ
ん
４
６
８
３
誠
司
さ
ん
も
加

わ
り
中
高
校
時
代
の
同
級
生
の
４
５
９
１
折
坂
進

也
さ
ん
や
お
友
達
の
１
９
５
５
篠
田
彩
子
さ
ん
他
、

毎
月
月
例
で
会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

④
４
３
７
４
中
村
雅
也
さ
ん
ご
家
族
。

お
父
さ
ん
雅
也
さ
ん
は
10

㌔
を
走
り
終
え
「
予
定
よ

り
遅
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
急
い
で
家
族
の
も
と
へ
。

子
ど
も
１
㌔
に
は
５
７
１
４
健
心
君
と
お
友
達
１
９
４

２
山
下
希
空
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

⑤
大
ベ
テ
ラ
ン

11

月
月
例
で
連
続
出
場
三
○
○
回

達
成
の
１
５
４
益
子
武
男
さ
ん
を
祝
福
に
駆
け
つ
け
た

面
々
。
４
人
の
連
続
出
場
の
合
計
は
７
８
４
回
に
も
！

右
か
ら
浅
野
茂
、
中
村
幸
右
、
益
子
武
男
、
栗
本
薫
の

各
氏
。

⑥
「
南
仏
（
プ
ロ
バ
ン
ス
）
出
身
で
す
」
と
流
暢
な

日
本
語
で
話
す
の
は

５
８
２
５
デ
ュ
フ
レ
ス
・
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
。

何
方
の
紹
介
で
と
伺
い
ま
す
と
？
。
丁
度
そ
の
時
、

５
４
７
２
山
岸
勝
彦
さ
ん
が
10

㌔
か
ら
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
お
二
人
は
東
上
線
沿
線
の
Ｉ
Ｔ
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
て
。
山
岸
さ
ん
が
誘
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ピ
エ
ー
ル
さ
ん
は
年
末
か
ら
年
始
は

故
国
南
仏
へ
帰
ら
れ
「
12

月
月
例
は
お

休
み
で
す
」
と
の
こ
と
。

第
４
４
１
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｙ
・
Ｋ

月

例

エ

ッ

セ

イ

ー

｢

１

秒

を

あ

ら

そ

う

」

５

８

２

嶋

田

秀

尚

⑥

①②

③④

⑤

おめでとう！
月例３００回連続出場賞達成

2５人目の月例名誉会員となられた

１５４ 益子武男さんを囲んで

７
３
０

山
本

務

３
３
５
５

松
原

良
太

３
５
９
３

持
溝

啓
太

４
０
６
７

寺
崎

俊
之

４
１
３
９

茂
木

夏
輝

４
５
８
２

山
﨑

武

４
５
９
４

加
藤

永
一

４
６
６
７

安
齋

恭
平

４
７
７
８

高
林

晃
成

４
９
０
５

大
滝

実

５
１
８
８

持
溝
晄
太
郎

５
３
４
４

相
澤

俊
介

５
３
９
５

高
橋
賢
太
郎

５
４
９
８

松
野

圭
祐

５
５
７
８

笹
原

健
史

５
５
８
０

長
谷
川
将
宏

５
５
８
４

森
脇

浩

５
５
８
７

橋
本

孝
一

５
５
９
０

白
鳥

輪

５
６
０
３

草
薙

孝

５
６
０
４

若
菜

剛
洋

１
１
７
２

三
原

栄
美

１
２
９
０

小
谷

薫

１
５
５
５

中
尾

夕
菜

１
８
３
６

加
藤
菜
々
子

１
８
７
７

水
井
真
亜
子

１
８
７
８

松
岡

一
恵

１
８
７
９

松
尾

芙
柚

(

敬
称
略)

◇

４
回
連
続
出
場
賞

市
民
参
加
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
記
録
は
一
秒

単
位
で
争
い
表
示
さ
れ
る
が
、
世

界
の
ト
ラ
ッ
ク
種
目
の
短
・
中
距

離
競
走
で
は
一
○
○
分
の
一
秒
を

争
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
一
○
○
メ
ー

ト
ル
競
走
の
場
合
、
わ
ず
か
十
セ

ン
チ
足
ら
ず
の
差
で
ゴ
ー
ル
の
順

位
が
決
め
ら
れ
、
記
録
さ
れ
る
。

ま
さ
に
「
胸
の
差
」
で
メ
ダ
ル

の
色
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

か
つ
て
は
人
間
の
手
に
よ
る
機

械
式
時
計
で
測
定
さ
れ
て
い
た
記

録
が
電
気
計
測
が
導
入
さ
れ
、
正

確
に
瞬
時
に
判
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ス
タ
ー
ト
の
フ
ラ
イ
ン
グ

も
含
め
て
き
び
し
い
判
定
が
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

月
例
マ
ラ
ソ
ン
や
市
民
マ
ラ
ソ

ン
は
き
び
し
い
記
録
争
い
は
少
な

い
せ
い
か
参
加
す
る
方
も
少
し
は

気
楽
だ
。

と
こ
ろ
で
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
記
録
は
年
々
更
新
さ
れ
て
い
る

が
、
将
来
は
記
録
の
限
界
が
見
え

る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
時
、
今

の
よ
う
な
一
秒
単
位
の
計
測
が
続

く
の
だ
ろ
う
か
。

や
が
て
は
十
分
の
一
秒
、
一
〇

〇
分
の
一
秒
単
位
の
計
測
に
な
る

の
か
。
楽
し
さ
半
分
、
き
び
し
さ

半
分
の
世
界
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

「
近
い
う
ち
」
の
は
な
し
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
ー
。
（
完
）


